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に基づき、次に掲げる事項について、学校評価を行っています。
　(1) 学力に関すること。
　(2) 人間性や社会性に関すること。
　(3) 体力・健康に関すること。
　(4) いじめ防止の取組に関すること。
　(5) 特色ある教育活動に関すること。

　学校評価を行う際、評価項目ごとに「成果指標」と「取組指標」を設定し、取組状況と取組によって表れた成果に
ついて把握しています。学校評価により浮き彫りになった学校の課題を委員会で共有し、改善策を考えました。
　学校評価の結果を公表するとともに、今年度の取組の見直しや来年度の教育課程の編成に生かしていきます。
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令和４年度　学校評価　品川区立荏原第五中学校

評価項目１　学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明 評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明 価

品川区学力定着度調査で、各教科の平均
正答率が全国平均以上になる。

国語；達成　　社会；８年未達成　　数学；達成
理科；８年未達成　　英語；達成 A

教師は、生徒の定着状況を把握するために
60〜65点の平均点に設定した定期考査を
作成するとともに、聴覚・視覚どちらの刺激
特性をもつ生徒にも理解しやすい授業改善
に努めている。

ロイロノート、パワーポイント、デジタル教科書、NHK for
schoolなどを活用し、聴覚・視覚どちらの刺激特性をもつ生徒
にも理解しやすい授業を展開している。 B

教師は、レディネステストや小テスト・単元テ
ストを計画的に実施して生徒の学力定着状
況の把握に努め、学習指導等の工夫に生
かしている。

各教科とも、小ﾃｽﾄや単元ﾃｽﾄ、復習問題等を取り入れて基礎知識の定着を
図るとともに、個々の生徒の学力状況の把握に努めた。
数学では、教科担任や学級担任が声をかけて未来塾に参加させ、学力不振
生徒の減少に努めた。 英語では、定期的に行う単元ﾃｽﾄ・音読ﾃｽﾄ・会話ﾃｽ
ﾄ・ｽﾋﾟｰﾁ等の中で、毎回生徒自身にも学力の定着状況を把握させた。

B

教師は、教え合い、話し合い活動を授業に
取り入れながら生徒の思考力・判断力・表
現力の向上に努めている。

・ｺﾛﾅ禍において活動が制限される中、ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末でﾛｲﾛﾉｰﾄ等を活
用し、意見交換や思考を深めるための工夫を行った。
・生徒の思考を表現するような新しい授業形態を模索している。
・制限も徐々に緩和されてきているので、対面式の話し合い活動を
有効に取り入れていく。

A

落ち着いた学習環境・学習習慣により、平
日１時間以上家庭学習に取り組む生徒が
75%以上になる。

平日１時間以上家庭学習に取り組む生徒が増えてきている。

B

教師は、地域未来塾の活用、学習課題の与
え方の工夫、タブレット端末や自主学習帳
等の利用で、家庭学習に取り組む意識の向
上を図っている。

・放課後の生徒の活動を補償することとの兼ね合いがあり、参
加方法の仕方など、地域未来塾の活用方法を工夫していく。

B

生徒の自己肯定感高揚のため、各種検定
試験を奨励し、卒業時に50%の生徒に英検・
漢検いずれか３級以上を取得させる。

・９学年の漢検３級以上の取得者は全体の30%を超えている。
・９年生では、英検３級以上取得者はが60％を超え、3級相当
の生徒は７割を超えている。 A

教師は、小中合同研究で「ＩＣＴ機器活用」の
能力を高め、授業改善ワークショップ等を通
して授業改善に生かしている。

・今年度も全体が集まった合同研修は実施できなかったが、
Zoom等を活用したリモートでの研修会を実施した。内容の理
解・深化を今後も連携して実践していく。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

○9年間の義務教育において、①基礎的・基本的な知識や技能の習得、②知識や技能を活用した課題解決に必要な思
考力、表現力の習得、③主体的に学習に取り組む態度の育成、④多様な人々と協働する態度の育成に努める。
・旗台、源氏前、清水台各小学校と「自ら学び、自ら行動する児童・生徒の育成～主体的な学びを促すICT機器の活用
の仕方  ～　」を研究テーマに、主体的な学びを促すために、教師自らＩＣＴ機器の活用能力を向上させ、指導の改善を
図る。
・基礎・基本の定着のため、計画的なレディネステストや小テスト・単元確認テストを工夫したり、地域未来塾等を有効に
活用したりする。
・学習規律の確立と適切な学習課題の提示、タブレット端末を用いた自主学習を通して、家庭学習の習慣化を図る。

今後の課題と改善策

重点目標

評
価
指
標

②

・７年生は、家庭学習を習慣化させ、維持・強化
する。８年生は、自ら課題設定をすることの難し
い生徒については、学習ノートの提出徹底を図
り、適正な量の課題を提供するなどの工夫を行
う。９年生については、家庭学習の習慣化ととも
に、効率的に学習する方法を身に付けさせる。

①

・基礎的・基本的知識の定着を図るために、授
業内だけではなく、タブレット端末で効果的な課
題を出し、家庭学習による反復学習の工夫を今
後検討していく。

１



令和４年度　学校評価　品川区立荏原第五中学校

評価項目２　人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

規則やきまりを守って落ち着いた学校生活を
送っている生徒が100%になる。

各学年概ね達成され、生徒たちは落ち着いた学校生活を送っ
ている。 A

生徒のプラスの評価を積極的に発信し、教
師自らが、挨拶、時間を守る、適切な言葉遣
いなどを意識し生徒にも実践させている。

・ほとんどの教師が生徒を肯定的にとらえ、適切な言葉遣いを意識し
て指導・対応を行っている。また、時間を守ることに対しても、生徒の
模範となることを意識して職務を遂行している。 B

学校行事や生徒会活動などを通して、意欲
的に取り組む態度を育て、行動力・実践力を
身に付けさせている。

コロナ禍の制限が徐々に解除されてきている中で、生徒会や
委員会において、適材適所の役割を与えることで生徒の意識
向上を図ろうとする教員の働きかけが増えている。

B

自分の将来像について考えを深め、進路に
対して目標を定め努力する生徒が９年生で
90%以上になる。

大多数の生徒が自分の将来像について考えることができてい
る。 B

市民科一貫プランの「将来設計」学習を計画
的・系統的に実施して、自らの将来や卒業後
の進路に対して考えさせている。

市民科を通して、７年生より意図的に将来設計領域を取り入
れながら実践している。９年生は、進路選択を前に、将来につ
いて考える生徒の割合が増加した。

B

学校の施設・設備を大切に扱い、学習環境
が良いと感じている生徒が100%になる。

各学年とも概ね達成されている。

B

故意・過失に関わらず、破損に対して生徒が
教職員に正直に報告できる人間関係が築か
れ、修繕等に迅速に対応している。

破損事案は減少している。また、破損時は迅速な報告と対応
ができている。 A

公共物を大切にすることの意味をきちんと指
導し、生徒同士で相互に声を掛け合える人
間関係が築かれている。

・日常的な教員による校内点検(消毒作業)の結果、公共物の
扱いについての生徒間の意識の向上が見られている。 A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

・学習環境を整えることが、より良い学校生
活を送る土台となることに気付かせる働きか
けをし、生徒の意識の深化を図る。

○人権尊重の精神を基盤として、社会生活を営む上で大切なことや守るべきことの知識や技術・技能を確実に身に
付けさせる。
・市民科一貫プランとして「人権」「福祉・ボランティア」「将来設計」に重点を置いた指導を計画的に行う。
・教職員・生徒・保護者相互の信頼関係を基盤とした予防的生活指導、教育相談を実践する。
・差別や偏見を許さない人権尊重教育を推進し、生徒の自治・自浄能力を高め、自己有用感の高揚を図る。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

②

・様々な職業について情報を提供しながら、
自らの将来像を描けるような知識を習得さ
せ、自己理解を進めることができるような授
業内容の改善に努める。

①

・９年生は規範意識に対して、意識の向上が
図られている。７・８年生は９年生を手本とし
て意識の深化を図っていく。
・できていることを認め、自らの手で学校生
活のより良い環境を生徒自ら作っていくこと
を理解させていく。

２



令４年度　学校評価　品川区立荏原第五中学校

評価項目３　体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明 評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明 価

8･9年生での東京都体力・運動能力調査の
スコア結果を、都平均の下限3ポイント以内と
する。

コロナ禍での活動制限が緩和され、体力面での向上がみられ
た。 B

体育の授業ではテクニカルアドバザーによる
ダンス単元で、生徒の意欲を引き出し、体を
動かすことの楽しさを実感させている。

昨年度と同じ講師であったことで、授業にスムーズに入ること
ができた。
７・８学年とも意欲的に取り組む様子が見られた。

A

運動習慣の二極化改善に向け、生徒委員会
による全校生徒が楽しみながら行える企画
を実践させ、意識化を図っている。

球技大会の企画運営を通し、多くの生徒が楽しみながら運動
に取り組むことができた。 B

未処置のう歯(むし歯)のある生徒の割合を
全国平均(17%）以下とする。あわせて、う歯
(むし歯)の治療報告を50%以上とする。

未処置のう歯（むし歯）のある生徒の割合は7.3%であった。昨
年度は12.6％だったので、減少したが、全国平均（12.3％）も下
回った。

B

歯と口の健康ポスター、未処置者・保護者への
勧告、食後の歯磨き啓発、学校歯科校医授業
等により歯科保健への意識向上を図ってい
る。

歯と口の健康ポスター、未処置者・保護者への勧告を実施し
た。感染予防のため給食後の歯みがきは見送ったが、学校歯
科校医授業を行い、意識の向上を図ることができた。 B

生活指導部・特別支援教育部を中心に、
SC・養護教諭・特別支援教室教員等との連
携による相談体制の強化を図る。

週１回行っている特別支援教育部の情報共有会で、特別支援
教育コーディネーター、特別支援教室専門員、区巡回相談員
間での情報共有を行うことができた。

B

定例部会の中での生徒情報を学校全体で共
有しながら、支援体制の確認、関係機関との
連携等を円滑に行っている。

生活指導部会の中で、支援の必要な生徒に関する支援体制
の確認、関係機関との連携は円滑に行うことができた。 B

保健室利用時に個別のチェックカードを記入
させ、自己の生活習慣の問題点に気付かせ
ている。

養護教諭が直接問診をし、なるべく生徒自身が生活習慣の問
題点について考えられるように関わった。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

生活指導部会の中で支援の必要な生徒の
情報の共有を行うことができた。適切な支援
を受けられるように、教職員への情報提供の
体制を徹底していく。

○生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を培い、自己の体力への認識を高めさせ、体力向上への取組を
推進する。また、健康の保持増進に関する基本的な知識・生活習慣を身に付けさせる。
・品川スポーツトライアルやワンミニッツエクササイズを体育の授業や部活動の準備運動等に取り入れたり、長期休
業中の課題として取り組ませることで、調整力・柔軟性・筋力の向上を図る。
・保健室来室時に自己の生活習慣の問題点を考えさせ、内科的不調の主たる理由となる生活習慣の乱れに気付か
せ、改善しようとする態度を育てる。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

②

今年度、う歯（むし歯）のある生徒の割合は
大幅に減ったものの、その後のう歯（むし歯）
の治療報告があった生徒は19.2%と昨年度の
23.8%から比べると少し低くなった。学校歯科
校医と連携し、感染予防をしっかりとりなが
ら、歯科保健への意識向上を図れる方法を
検討していく。

①

ニュースポーツと呼ばれる分野を取り入れる
ことで、生徒の興味・関心を引き出す手立て
として効果的であるということから、より積極
的に取り入れる工夫をし、体を動かすことへ
の抵抗感の軽減を図る。

３



令和４年度　学校評価　品川区立荏原第五中学校

評価項目４　いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明 評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明 価

「いじめ」は重大な人権侵害であるという意
識を育て、発生件数をゼロに近づけるととも
に、発生時には100%解決する。

・いじめとして認知したものは、０件であった。教職員が生徒を
よく観察し、いじめに発展する人間関係を早期にとらえて指導
している成果である。

A

生活アンケートや教育相談、校内巡回、ハー
ツ等外部機関との連携を通して「いじめ」の
早期発見に努め、組織的対応をしている。

・生活アンケートが機能し、些細な困りごとでも記述される場面
が増えたことで、相談体制の充実が図られた。 A

セーフティ教室、命の教室、防災教育等によ
り命の大切さを理解させ、人権標語・ポス
ター、食肉市場講話等の取組を通して、多様
性を認め、一切の差別を認めない意識を育
てている。

・市民科の年間指導計画に基づいて、適切な自己理解・他者
理解をするための人権教育を実践することができている。

A

人権問題に関して理解を深め、自らを律する
ことができるようになったと感じる生徒を100%
にする。

全学年ともほぼ１００%の生徒が人権問題に関して理解を深め
ることができた。 A

学校は、いじめに対して組織的で迅速な対
応をする体制をつくり、対応している。

・学年内はもちろん、学年を越えて生徒の情報交換が適切に
実践されている。 A

いじめをなくし、人間関係による不登校生徒
をゼロに近づける。

・いじめとしての訴えはほとんどないが、引き続き生徒への見
守りや定期的な声掛けを行っていく。 B

教師は各自の人権感覚を磨き、言語環境を
整え、肯定的な声掛けを意識しながら人権
尊重教育を推進している。

・教職員の人権への意識は少しずつ向上しており、乱暴な言
動をしないように常に意識することで教師自らの人権感覚が
磨かれる。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・安定した学校生活を送れている状況が反
映されている。
・全学年において、根気強く丁寧な関わり、
指導を継続していく。

③

・いじめに対しての生徒の訴えを受ける前
に、教師が丁寧かつ適切な観察を行って、
学校全体で状況の共有をより強化し、全教
師が同じ感覚で対応する体制を整備する。

重点目標

○「いじめ」は絶対に許されない、許さないという共通認識の下、全教職員と保護者・地域とで一人一人の生徒の言
動からいじめの兆候を掴み、未然防止に努めるとともに、事実発生時には迅速な対応をとる。
・市民科や各教科指導、行事等への取組から内心の醸成を図り、生命尊重の精神、自他を大切にする心、不正を
許さない強い態度を育む。
・命の大切さを理解させ、差別や偏見を許さない人権尊重教育を推進し、生徒の自治・自浄能力を高め、自己有用
感の高揚を図る。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・いじめの定義に沿って対応した。今後も日
常的な生徒観察の視点を教員間で確認・徹
底しながら、人間関係がこじれる前に早期に
適切な対処を行う体制を整えていく。

４
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評価項目５　（特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

ボランティア活動に参加したことのある生徒
の割合が90%以上になる。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ボランティア活動
をする機会が少なかったが、7年生が実施した小中合同清掃
では、参加生徒が充実感を味わうことができた。

B

生徒会活動の活性化を図ることで、ボラン
ティア活動の理解・参加意欲の強化に努め
ている。

・ボランティア実践の機会が十分に提供できなかった。全学年
において、ボランティアへの参加意識の高さは維持されてい
る。

B

目的意識をもち、自立できたと感じる生徒の
割合が85%以上になる。

全学年とも多くの生徒が目的意識をもつことができている。

B

市民科学習、学校行事、生徒会活動等を通
して、企画・運営に関わらせる工夫を行い生
徒に達成感をもたせている。

・教員が意図的かつ計画的に、生徒主体と感じさせるシナリオ
を用意することで、生徒の意識の変容につながってきている。 B

中学校生活の中で、自分が心身ともに成長
したと感じる生徒の割合が95%以上になる。

全学年とも多くの生徒が目的意識をもつことができている。

B

教師が意識的に肯定的な声掛けを実践し、
授業、行事、委員会活動等で発表、表現す
る場を意識的に取り入れ、寛容さと自信を身
に付けさせる工夫を行っている。

・意図的かつ計画的に意見発表や作品発表の場面を設定し、
肯定的にな評価を全体で共有することで、生徒の自己肯定感
の向上が見られるようになった。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・生徒に自ら考えさせる場を提供する場面が
増えており、リーダー層を中心に、内面の成
長を促している。今後も自己肯定感が高まる
ような体験の場を計画的・意図的に設定して
いく。

③

・否定ではなく、教員側の肯定的な声掛け、
働きかけが成果として表れている。今後は授
業、行事、委員会活動等で生徒間での互い
を認め合うより良い関係を築く指導を行って
いく。

重点目標

○五中グループの市民科一貫プランに基づき、「人権学習」「福祉学習」「ボランティア学習」重点を置いた指導を計
画的に実践する。
○授業、行事、生徒会活動等を工夫し、生徒自らが考え判断し行動できる能力を身に付けさせる。
○体験活動を通して、自分の立場や役割を理解し、考えや思いを適切に表現できる能力を身に付けさせる。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・コロナ禍で具体的な活動の場を提供するこ
とは少なかったが、生徒会・学年・学級から
働きかけを行っている成果として、ボランティ
アに対する意識の高さは維持できている。

５


